
【水上スカイヴィレッジとは】
　「公認奥球磨ロードレース大会」の舞台となる水上村。その澄んだ空気に感動したアスリートたちは「こんな
環境でトレーニングできれば最高だ」と口を揃えました。そんなアスリートたちの要望に応え、九州学院高等
学校陸上競技部監督の禿雄進氏とバルセルナ五輪男子マラソン銀メダリストでトヨタ自動車九州陸上部を率
いる森下広一氏の監修のもと、平成29年5月、眼前に市房山を望む標高1,000ｍの山上にクロスカントリー
施設「水上スカイヴィレッジ」がオープンしました。当施設は、アップダウンの激しい全長2kmのコースと全天
候型トラックやアイシングプールも備えた本格的な高地トレーニング施設です。
【事業概要】
　アスリートにより充実したトレーニング環境を提供するため、陸上競技場の新設、ラグビー・サッカー場の
人工芝追加、トレーニングセンター増設、宿泊施設の充実に取り組みます。
　これにより「水上スカイヴィレッジ」の利用者や合宿による村内宿泊者のさらなる獲得を図り、その経済効
果を村内で循環させる仕組みを整備することで、新たな経済トレンドの確立を目指します。
　さらに当施設の利用やそれに伴う「水上村」の認知拡大により、関係人口の創出・増加を図ることで、農業や
観光業を始めとした他の産業にも新たな経済効果を生み出し、水上村経済全体の活性化につなげることで、
一部の産業に留まらず村民全体の所得向上や雇用の創出を目指します。
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有名企業や選手の皆様にもご利用いただいています！

ここがポイント
　スポーツ関連および陸上チームを保有する企業や医療
品メーカー企業の皆様には、当施設を製品PRや新製品の
実証などに活用いただけることから、とても親和性の高い
事業であると考えています。企業の皆様からの積極的な
ご支援をお待ちしています。

水上スカイヴィレッジ追加整備

まちづくり

総事業費
850,000千円

寄附目標額　850,000千円

計画期間
2020年７月３日～2025年３月31日

数値目標
●雇用創出数
　…………10名／R6年度までの5年間
●水上スカイヴィレッジの利用者数
　………………………15,000人／年
●水上スカイヴィレッジの宿泊者数
　…………………………5,000泊／年
●ふるさと納税件数……3,000件／年
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